










横浜地区連絡協議会 2021 年 3 月 12 日実施 道路調査感想文 

         

今回はコロナ過ということで道路調査を行うかどうするか、非常に悩みましたが、行った

結果、中身を細かく精査することが出来たので、より充実した提言につなげることが出来

ました。 

当日は朝の９時から１日かけて道路調査を行い、やはり生活する中で、また、仕事をする

中で、まだまだ、改善が必要とされる道路が数多くあると感じました。この先も運輸労連

で働く仲間のために道路調査を行い、快適で安全な道路環境を目指していきます。       

                     ヤマト運輸労働組合横浜支部 高橋 徹 

  

 

1 日かけて 10 箇所の確認をさせていただきました。全体を通して感じたのは、日本の車

社会がつぎはぎだらけであるということです。 

車の性能だけ進化して、人は退化し道路はそのままの場所が多いと感じました。 

それと新しく道路が出来る事によって、信号機が複雑かつ対応が難しくなっているように

思います。2019 年 5 月に滋賀県大津市の交差点で保育園児の列に車が突っ込んだ痛まし

い事故がありましたが、この交差点は右折のタイミングが非常に短い事により起きた事故

でしたが、今回の道路調査においても散見されました。この事は社会問題として声を上げ

なければならないと感じました。  

新栄運輸労働組合 高嶋 和人 

 

 

今回は 11 件の案件があり全てを確認するのにかなりの時間を要しました。感じたことは

用紙での説明と実際に自分の目で確認をするのではかなり違うことです。この道路調査の

重要性をあたらためて感じました。今回精査した結果 11 案件中 7件の案件を提出する判

断となり 4件は見送る決断となりました。7件の提出する案件の回答が非常に楽しみで

す。今回は新型コロナウイルス感染症対策や日程的なものもあり一日で 11 件を確認する

ことになりましたが、今後は 2日間にするか人数を増員して行動するほうが良いと思いま

す。  

ヤマト運輸労働組合横浜支部 鈴木 善夫 


